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⑴　

基
本
方
針

　

中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
確
立

を
図
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
を
設
定

し
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

志
賀
原
子
力
発
電
所
に
か
か
る
税
収
は
減
少

し
続
け
、
ま
た
合
併
特
例
措
置
の
期
限
到
来
に

伴
う
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
、
中
長
期
的
に

は
財
源
が
乏
し
く
な
る
こ
と
が
確
実
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
に
伴
う
社
会
福

祉
費
の
増
大
や
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

な
ど
、
歳
出
が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
数
年
間
の
行
財
政
運
営
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
大
き
な
負
担
を

残
さ
ず
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
財
政
運
営

が
可
能
と
な
る
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
転

換
を
図
り
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
経
営
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

⑵　

改
革
の
柱

　

⑴
に
掲
げ
た
３
つ
の
基
本
方
針
の
下
に
「
役
場
内
部
の
改
革
改
善
」
と

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
再
構
築
」
の
２
つ
の
改
革
の
柱
を
設
定
し
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①　役場内部の改革改善

健全財政の確立

・健全な財政運営の推進
・基金の積立
・地方債の繰上げ償還の推進
・借受財産（土地）の解消
・税の収納率の向上
・下水道事業の経営健全化
・町立富来病院の経営健全化
                                           　などスリムな行政執行体制の構築 公正の確保と透明性の向上

←

⬆

・広報およびホームページなど
　による情報公開の充実
・住民意見の積極的な活用

行
政
改
革
大
綱
（
第
２
次
）

①
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
を
前
提
と

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
の
転
換

・第２次定員適正化計画の策定と実践
・組織および機構などの見直し
・職員人材育成の推進
・第三セクターなどの改革の推進　など
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地
域
主
権
時
代
が
到
来
す
る
と
、
事
務
事
業

の
権
限
と
責
任
が
国
や
県
か
ら
大
幅
に
移
譲
さ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、役
場
の
体
制
の
み
な
ら
ず
、

志
賀
町
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
体
制
を
改
め

て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
役
場
や
町
の
出
資
団
体
の
体
制
の

充
実
・
強
化
に
加
え
、
地
域
住
民
や
民
間
会
社

な
ど
も
含
め
た
役
割
分
担
の
あ
り
方
を
改
め
て

点
検
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
し
く
み
を
構

築
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
以
外
の
主

体
と
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
相

互
理
解
が
重
要
と
さ
れ
る
た
め
、
行
政
が
保
有

す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、「
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
健
全
財

政
」
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②　住民サービスの再構築

住民サービス実施方法の見直し 財源の適正配分と受益者負担の見直し

←←

　

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
に
よ
り
、
国
内
企

業
の
業
績
は
低
迷
し
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、
税
収
の
大
幅
な
減
少
や
町
債

の
元
利
償
還
負
担
が
増
加
し
て
お
り
、
財
政
状

況
悪
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
さ
ら
な
る
少
子
高

齢
化
の
進
展
へ
の
対
応
や
雇
用
対
策
な
ど
の
新

た
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
生
じ
て
お
り
、
地

方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
志
賀
町
に
お
い
て

は
志
賀
原
子
力
発
電
所
の
供
用
開
始
に
よ
り
税

収
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
一
過
性
の
財
源
で

あ
る
た
め
、
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
前
提
と
し
た
中
長
期
的
な
財
源
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
に
お
き
ま

し
て
は
、
第
１
次
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

も
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
念
頭
に
置
き
、「
住

民
の
就
労
支
援
」「
産
業
の
活
性
化
」「
暮
ら
し

の
安
心
」「
次
世
代
の
育
成
」
を
達
成
す
る
た

め
の
「
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の

確
立
」
を
目
指
し
た
行
財
政
改
革
に
関
す
る
各

種
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
取
り
組
み
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

常
に
住
民
本
位
の
町
政
を
行
う
こ
と
を
基
本
目

標
に
お
き
な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
将
来
大
き
な

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
志
賀
町
の
行
財
政

運
営
に
関
す
る
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
計
画
の
進

捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

元
気
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⬆
⑶　

推
進
期
間

平
成
22
〜
26
年
度
（
５
年
間
）

②
地
域
主
権
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
体
制
の
見
直
し

③
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
ス
ピ
ー

ド
感
の
あ
る
改
革
の
実
施

・行政評価制度の推進

・補助金の見直し

・扶助費の単独事業の見直し

・受益者負担の見直し

・有料ごみ袋制度の導入　など

・公の施設のあり方の見直し

・公立保育園の統廃合の推進

・志賀地域小学校の再編および

　遠距離通学体制の見直し

・スポーツ施設への指定管理者制度の導入

・各種イベントの見直し　など

第2次志賀町行政改革大綱・集中改革プランを策定
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⑴　

財
政
に
関
す
る
目
標

　

推
進
期
間
に
お
い
て
、
以
下
に
掲
げ
る
財
政
目
標
を

設
定
し
、
進
捗
管
理
を
図
り
ま
す
。

新
規
を
中
心
と
し
た
投
資
的
経
費
の
抑
制

新
規
の
町
債
（
借
入
金
）
の
抑
制

町
債
（
借
入
金
）
の
繰
上
げ
償
還(

注
１)

の
推
進

経
常
収
支
比
率(

注
２)

90
％
以
下

実
質
公
債
費
比
率(

注
３)

18
％
未
満

財
政
調
整
基
金(

注
４)

の

積
立

１
億
円
以
上

減
債
基
金(

注
５)

の
積
立

２
億
５
千
万
円
以
上

特
別
財
政
基
金(

注
６)

の

積
立

８
億
円
以
上

⑵　普通会計（注７）の財政見通し
　（１）の財政目標を達成するため、第２次集中改革プランに掲げる行財政改革を推進した場合の財政見通しは次のとおりです。

（単位：百万円）

区　　分 H22 H23 H24 H25 H26

　　町　税 6,606 6,221 5,796 5,499 5,193

　　譲与税・交付金 419 417 447 447 447

　　地方交付税 2,260 2,390 2,496 2,645 2,848

　　国県支出金 1,751 1,945 2,100 2,020 2,030

　　その他 1,340 1,071 1,171 1,071 1,171

使用料・手数料の見直し　 21 21 22 22

　　町　債（借入金） 208 400 350 350 380

　　臨時財政対策債 60 90 300 300 270

　　合　計 12,644 12,555 12,681 12,354 12,361

　　人件費 2,472 2,297 2,533 2,320 2,420

うち職員給　 1,574 1,585 1,585 1,524 1,507

うち退職手当特別負担金　 134 0 222 79 187

定員適正化計画　 △ 22 △ 30 △ 53 △ 61

　　物件費・補助費・扶助費など 5,438 5,499 5,454 5,416 5,405

物件費・補助費などの見直し　 △ 39 △ 72 △ 72 △ 72

　　公債費 2,043 2,008 2,200 2,130 2,062

　　繰出金 1,440 1,430 1,468 1,492 1,525

　　積立金 505 450 300 250 150

　　投資的経費 721 850 705 724 777

　　合　計 12,619 12,473 12,558 12,207 12,206

　　　　　　実質収支 25 82 123 147 155

うち行財政改革による財政効果 82 123 147 155

（注 7）普通会計とは、個々の自治体ごとに各会計の範囲が異なっており、統一的な財政状況の把握や他自治体と
　　　 の財政比較のため、地方財政統計上用いられる会計区分です。

⬇⬇⬇⬇⬇

歳　
　

入

歳　
　

出

集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
第
２
次
）
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用　

語

説　

明

（
注
１
）

繰
上
げ
償
還

　

後
年
度
の
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町

が
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た
資
金

を
当
初
の
返
済
期
限
よ
り
も
前
に
償
還
を
行
う

こ
と
で
す
。

（
注
２
）

経
常
収
支
比
率

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ

り
、
比
率
が
低
い
ほ
ど
弾
力
性
が
大
き
い
こ
と

を
示
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・

公
債
費
な
ど
の
経
常
的
な
支
出
に
地
方
税
・
普

通
交
付
税
な
ど
を
中
心
と
す
る
経
常
的
な
一
般

財
源
が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
表
す

比
率
で
す
。

※
志
賀
町
の
比
率　

平
成
20
年
度　

74.9
％

（
注
３
）

実
質
公
債
費
比
率

　

平
成
18
年
４
月
に
地
方
債
制
度
が
「
許
可
制

度
」
か
ら
「
協
議
制
度
」
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
導
入
さ
れ
た
財
政
指
標
で
あ
り
、
公
債
費

に
よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
す
。

　

18
％
以
上
の
団
体
・
・
・
引
き
続
き
地
方
債

の
発
行
に
国
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

25
％
以
上
の
団
体
・
・
・
一
般
事
業
な
ど
の

起
債
が
制
限
さ
れ
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

が
必
要
で
す
。

※
志
賀
町
の
比
率　

平
成
20
年
度　

13.6
％

（
注
４
）

財
政
調
整
基
金

　

突
発
的
な
災
害
や
緊
急
を
要
す
る
経
費
の
発

生
に
伴
う
支
出
に
備
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る

基
金
で
す
。
決
算
剰
余
金
が
多
い
時
は
多
く
積

み
立
て
、
財
源
不
足
時
に
取
り
崩
す
と
い
う
、

年
度
間
の
調
整
的
な
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

（
注
５
）

減
債
基
金

　

町
債
（
借
入
金
）
の
償
還
の
増
加
に
備
え
る

た
め
に
設
置
さ
れ
る
基
金
で
す
。
公
債
費
（
借

入
金
返
済
）
が
他
の
経
費
を
圧
迫
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て
公
債
費

に
充
て
ま
す
。

（
注
６
）

特
別
財
政
基
金

　

地
域
振
興
施
策
に
充
て
る
た
め
の
基
金
で
す
。

普通会計の財政見通しの主な内容については、次のとおりです。

区　分 主　な　内　容

歳　入
（町税） ⇒ 　志賀原子力発電所２号機に係る町税などが年々大幅に減少します。

　Ｈ 22 年度　6,606 百万円　Ｈ 26 年度　5,193 百万円　▲ 1,413 百万円

歳　入
（地方交付税） ⇒ 　町税の減少により国からの地方交付税は、一部増加が見込まれます。

歳　出
（人件費） ⇒ 　　職員数の削減に伴い職員給は減少しますが、退職手当特別負担金を支出するため、

人件費は年度ごとに変動します。

歳　出
（公債費） ⇒

　　ケーブルテレビ事業などの本格的な町債（借入金）償還により、公債費（借入金返済）
は横ばいで推移します。
（参考）ケーブルテレビ事業特別会計の町債残高
　H20 年度末　28 億 7,860 万円

歳　出
（繰出金） ⇒

　　下水道事業の町債償還により、特別会計への繰出金の増加が見込まれます。
（参考）公共下水道事業特別会計および農業集落排水事業特別会計の町債残高
　H20 年度末　106 億 4,008 万円

歳　出
（投資的経費） ⇒ 　　町税が年々大幅に減少しますので、道路や公園、その他の公共用施設の新増設や

大規模修繕を抑制するため、投資的経費は横ばいで推移します。

　普通会計の財政見通しで明記されている行財政改革による財政効果の総額は約 5億 7百万円ですが、平成 22 年度
の当初予算に約 39 百万円の財政効果（2公社の再編による委託料の削減、仲人奨励金の廃止、全期前納報奨金制度
の廃止など）が織り込まれているため、これを加えた約 5億 5千万円が平成 22 年度から平成 26 年度までの財政効
果の総額です。財政効果で得られる財源については、中長期的に持続可能な健全財政の確立を目指して、第 2次集
中改革プランに掲げる減債基金や特別財政基金の積み立て、町債の繰上げ償還の推進に充当していく予定です。
　なお、財政見通しには、志賀地域の小学校再編の事業費を含んでいません。今後方向性が決定した時点で財政見
通しを修正する必要がありますが、当面は小学校再編に多額の経費を要することから、毎年 1億円程度の基金積み
立てを実施していく予定です（毎年度の基金積立 1億円は、5年間の財政見通しに含んでいます）。

第2次志賀町行政改革大綱・集中改革プランを策定
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⑶　職員に関する目標（第 2次定員適正化計画）

　平成 22 年 4月 1日現在の職員数（注１）377 人を基準
として、平成 27 年 4 月 1 日までに 38 人を削減し、339
人以内とします。

（注１）職員数は、一般行政（保育士含む）、教育、病院、
水道、下水道などの職員の合計です。

　職員数の削減と年齢構成の平準化を図るため、一般行
政職は一定数を採用しながら削減を図ります。
　技能労務職員は、引き続き退職不補充を原則とし、非
常勤職員化、外部委託化により対応します。⑷　重点実施事項

　集中改革プランにおいては、改革項目を 68 項目設定しましたが、その中でも改革効果が高いもの、集中的・
重点的に取り組むべきものを以下のとおり「重点実施事項」として設定しました。

大項目 中項目 取組事項 実　施　内　容

健　
　

全　
　

財　
　

政　
　

の　
　

確　
　

立

健全な財政運営の
推進

　計画期間中の経常収支比率を 90％以下、実質公債費比率を 18％未満にすることを財政
目標として、集中改革プランを着実に実施します。

基金の積立
　中長期的に持続可能な健全財政の確立のため、財政調整基金に１億円以上、減債基金に
２億５千万円以上、特別財政基金に８億円以上を財政目標として積立てを行います。

地方債の繰上げ償還
の推進

　利子負担の軽減を図るため、金融機関から借り入れた町債（借入金）の３億円以上を財
政目標として繰上げ償還を行います。

新地方公会計制度の
実施に伴う公有財産
管理業務の適正化

　現有の土地および建物、工作物、物品の公正価値を調査するとともに、売却可能資産の
把握および公有財産台帳の整備を行い、売払いを積極的に実施します。また、物品はイン
ターネットを利用した公有財産売却システムを活用し売却を進めます。

借受財産（土地）の
解消

　公共施設のあり方も含め借受財産の現状調査を実施するとともに、今後の基本方針を策
定し、借受財産の解消に取り組みます。
（参考）富来地域の主な公共施設の敷地は、その全部または一部が借地となっており、平
成 21 年度の賃借料は、約 2,300 万円となっています。

地籍調査事業の推進

　志賀地域の地籍調査を完了させるとともに、富来地域の調査範囲を順次拡大し、地籍調
査事業の早期完了を目指します。
（参考）地籍調査は、宅地・耕地など（山林は除く）を計画面積として調査しており、計画面積
に対する進捗率は、平成21年度末で志賀地域で約97％、富来地域で約16％となっています。

税の収納率の向上 　税収の確保と税負担の公平性を確保するため、徴収体制の充実と滞納処分の強化を図ります。

下水道事業の経営健
全化

　計画性・透明性の高い下水道事業経営を推進するため、地方公営企業法の財務規定の適
用（企業会計方式の導入）を見据えた総合的な経営計画を策定するとともに、処理場の統
廃合により運転管理コストの削減を目指します。
　また、今後の料金改定に向けて、現状分析や経営シュミレーションを行います。

ス
リ
ム
な
行
政
執

行
体
制
の
構
築

第２次定員適正化計
画の策定と実践

　第２次定員適正化計画に基づき、定員適正化の実践と人件費の削減に取り組みます。

職員人材育成の推進
　より質の高い行政サービスを住民に提供するため、各種研修会などを通じて職員一人ひと
りの意識改革を図り、将来の志賀町を見据え、自ら考え、自ら実行できる職員を育成します。

公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上

住民意見の積極的な
活用

　パブリックコメントや住民アンケート調査に加え、タウンミーティング（町政懇談会）、
町長談話室、まちづくり委員会など幅広く住民の意見を得られる機会を設けます。また、
実施する際には、住民に分かりやすい内容にするなど、ご意見をいただきやすい環境づく
りに努めます。

役　

場　

内　

部　

の　

改　

革　

改　

善

①定員適正化の数値目標

②職員採用の基本的な考え方
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大項目 中項目 取組事項 実　施　内　容

住
民
サ
ー
ビ
ス
実
施
方
法
の
見
直
し

公の施設のあり方の
見直し

　今後、改修が必要な老朽施設の増加が見込まれる中、明確で統一的な基準のもとに公の
施設のあり方を検討し、施設の統廃合を推進するとともに、運営主体および運営形態など
を見直します。

公立保育園の統廃合
の推進

　保育園の入所児童数の減少に伴い、現在９つある公立保育園の管理運営が非効率になっ
ています。また、今後保育士の退職者の増加が見込まれるとともに、臨時保育士の確保が
非常に困難になっているため、早急に統廃合の計画を策定する必要があります。
　そこで、平成 22 年度に志賀町保育所適正配置検討委員会を設置し、指定管理者制度（注
２）の導入も含め公立保育園の統合計画を策定します。委員会では、指定管理者制度の導
入、少人数保育園の休止・統廃合、効率的・効果的な保育園の運営などを検討します。

志賀地域小学校の再
編および遠距離通学
体制の見直し

　志賀地域７小学校の再編について調査研究することを目的として、平成 21 年度に志賀
地域小学校統合検討委員会を設置し議論がされており、今後は平成 26 年度の統合を目指
します。また、中学生民間バス定期補助制度のあり方を含めた遠距離通学の体制を見直し
ます。

スポーツ施設への指
定管理者制度の導入

　スポーツ施設は、町が直接管理していますが、維持管理コストの削減やサービス内容の
充実のため、指定管理者制度を導入し、民間のノウハウを活用した事業の展開を進めます。

財
源
の
適
正
配
分
と
受
益
者
負
担
の
見
直
し

補助金の見直し

　既存の補助金は、見直し指針を策定するとともに、交付の目的や効果などを補助金評価
シートによって検証し、廃止、減額、終期設定などの見直しを行います。また、新たに補
助金を設ける場合は、事業効果を十分検討するとともに、原則として終期設定を行い、補
助制度の長期化防止を図ります。

扶助費の単独事業の
見直し

　扶助費（注３）の単独事業は、見直し指針を策定するとともに、交付の目的や効果など
を扶助費評価シートによって検証し、廃止、縮小などの見直しを行います。

受益者負担の見直し
　受益者負担（使用料、手数料、分担金、負担金）は、受益と負担の公平性を図るため、
行政評価によって検証し、適正な負担について検討します。

特定健診自己負担の
導入

　平成 20 年度より、町が行う住民基本健診から、加入している健康保険が実施する特定
健診へと制度改正となったことや、近隣市町の状況および受診者数の増加を考慮し、特定
健診受診者に対し受益者負担を徴収します。

がん検診事業の受益
者負担の見直し

　近隣市町の状況および受診者数の推移を考慮し、がん検診受診者に対し受益者負担を徴
収します。

インフルエンザ予防
接種事業の受益者負
担の見直し

　近隣市町の状況および高齢者インフルエンザ予防接種者数の推移を考慮し、インフルエ
ンザ予防接種者に対し受益者負担を徴収します。

配食サービス事業の
受益者負担の見直し

　受益と負担の公平性を図るため、食事を作ることが困難な高齢者の配食サービスについ
て、平成 22 年度中に受益者負担を見直します。

有料ごみ袋制度の導
入

　一般廃棄物の排出抑制や再生利用の推進、排出量に応じた負担の公平化および住民の意
識改革を進めるため、町指定の有料ごみ袋制度を導入します。

（注２）指定管理者制度…スポーツ・レクリエーション施設や福祉施設、文化施設など、住民の皆さんに直接利用していただく
                                                「公の施設」の管理運営を広く民間の事業者や団体にも任せることができる制度です。

（注３）扶　　助　　費…生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき、被扶助者に対して支給する費用、各種サービス
　　　　　　　　　　　  などです。町が法律に基づかないで、単独事業として行うサービスなども扶助費に含まれます。

住　

民　

サ　

ー　

ビ　

ス　

の　

再　

構　

築

※第２次志賀町行政改革大綱および集中改革プランの詳細は、志賀町のホームページをご覧ください。

くらしの分類　→　行政政策　→　行財政改革　→　中長期的に持続可能な健全財政の確立

お問い合わせ先　総務課行政改革秘書室　☎３２－９３１１　町内ＩＰ８－３２－９３１１

第2次志賀町行政改革大綱・集中改革プランを策定
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志賀町行政改革推進委員会の委員募集について
　第２次志賀町行政改革大綱および集中改革プランを推進するにあたり、住民の皆さんの意見を反映させるため、推進委
員会の委員を公募します。推進委員会委員として、行政改革の取組について、住民の立場からご意見をいただくものです。

募　集　内　容

募 集 人 員

２人以内
（平成22年４月１日現在の年齢が20歳以上の町内在住者で、町が主催する審議会などの委員を３つ
以上兼務していない人）
※継続して会議に参加できることが条件です。

活 動 期 間
委嘱日（平成22年７月予定）～平成24年７月23日
会議の開催は、年度毎に３回程度を予定しています。
会議開催時間は、平日の午後からで２時間程度を予定しています。

委 員 謝 金 １回の出席につき6,000円。交通費は支給しません。

募 集 期 間 平成22年６月１日（火）から平成22年６月18日（金）まで（必着）

決 定 方 法 書類選考および面接

申 し 込 み

別に定める応募申込書に必要事項を記入の上、次のテーマに関する小論文（800字程度）を添えて、
郵送または持参してください。
テーマ　「今後の行政改革の取組について」
応募先（お問い合わせ）
〒925-0198
　志賀町末吉千古１番地１　志賀町役場　総務課行政改革秘書室
　☎３２－９３１１　町内IP ８－３２－９３１１
※選考結果は、応募者全員に文書で通知します。
※受付した応募申込書および小論文は返却しないものとし、当推進委員会の公募以外の目的には使
用しません。

（その他）
　応募申込書は、総務課行政改革秘書室（３階）、富来支所総合窓口（１階）に設置してあります。
　また、町ホームページからダウンロードすることもできます。

乳幼児・児童医療費助成制度について乳幼児・児童医療費助成制度について
（お知らせ）（お知らせ）

　志賀町では中学校修了時までの医療費（保険診療分）を助成
しています。
　助成を受けるにあたって、次のことに注意してください。

○診療を受けた日から 1年以内に領収書を提出してください。
○保険証が変わったなど、登録内容に変更が生じた場合は早　
めに変更の手続きをおこなってください。
○申請時には、受給者証と印鑑 ( シャチハタ不可 ) を忘れずに
お持ちください。

■お問い合わせ　子育て支援課　☎ 32-9122　IP8-32-9122

第２回わんぱく相撲羽咋郡市大会
～めざせ！両国国技館！～

　　日　時　　平成 22 年 6月 13 日（日）　　14 時開始
　　場　所　　羽咋市 唐戸山相撲場
　　主　催　　社団法人羽咋青年会議所　
　　　　　　　☎ 0767-22-1317　FAX:0767-22-7114

事業主、労働者の総合労働相談会を開催
　相談は無料、電話・FAXによる相談にも応えます（秘密厳守）
　石川県では、事業主、労働者および一般県民の職業能力開
発・労働（賃金、退職金など）に関する疑問や悩みごとに応
えるための「総合労働相談会」を毎月第３水曜日の13時30
分～ 16時まで、職業能力開発プラザで開催しています。
　専門のスタッフを配置していますので、ご利用ください。
■お問い合わせ、相談先
　石川県職業能力開発プラザ（金沢市芳斉1-15-15）
　☎076-261-1400　FAX076-261-1402
　E-mail:pzinfo@po.syokunou-p.pref.ishikawa.jp
　ホームページ　http://www. syokunou-p.pref.ishikawa.jp/ 

第 2 次志賀町行政改革大綱・集中改革プランを策定

　情報公開請求件数 １８件
　　開示件数 １６件
　　　　全部開示件数 １６件
　　　　一部開示件数 0件
　　非開示件数 ２件
　　　　非開示件数 １件
　　　　不存在等件数 １件
　　取下げ件数 0件
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平成21年度下半期　財政事情の公表
　「財政事情の公表」とは、町の財政がどのように運営されているかを知ってもらうために、年２回公表するもの
です。今回は平成21年度下半期(10月から３月まで)の収支の状況をお知らせします。

予算の執行状況（H22.3.31 現在） （１万円未満切り捨て）

会　計　名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
一般会計 153 億 8,985 万円 126 億 8,999 万円 82.5% 107 億 5,527 万円 69.9%
国民健康保険特別会計 28 億 4,695 万円 24 億　　53 万円 84.3% 25 億 7,178 万円 90.3%
老人保健特別会計 891 万円 1,028 万円 115.4% 9 万円 1.0%
農業集落排水事業特別会計 8億 3,354 万円 9,250 万円 11.1% 6 億 6,301 万円 79.5%
公共下水道事業特別会計 14 億 3,104 万円 6億 1,287 万円 42.8% 9 億 2,098 万円 64.4%
地域し尿処理施設整備事業特別会計 4,332 万円 2,941 万円 67.9% 3,519 万円 81.2%
介護保険特別会計 25 億　263 万円 20 億 3,801 万円 81.4% 21 億 8,425 万円 87.3%
診療所事業特別会計 1億 6,630 万円 1億 7,840 万円 107.3% 1 億 3,392 万円 80.5%
簡易水道事業特別会計 1,828 万円 1,226 万円 67.1% 1,533 万円 83.9%
ケーブルテレビ事業特別会計 2億 7,094 万円 1億 2,403 万円 45.8% 2 億　784 万円 76.7%
後期高齢者医療特別会計 3億　737 万円 2億 7,420 万円 89.2% 2 億 8,836 万円 93.8%

会計名
収　　入 支　　出

予算額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

水道事業
収益的 6億 5,757 万円 6億 6,696 万円 101.4% 6 億 2,904 万円 2億 6,080 万円 41.5%
資本的 2億　173 万円 1億 9,959 万円 98.9% 7 億 3,551 万円 6億 6,706 万円 90.7%

病院事業
収益的 11 億 3,876 万円 10 億 2,627 万円 90.1% 12 億 1,099 万円 11 億 5,980 万円 95.8%
資本的 7,795 万円 6,696 万円 85.9% 1 億 7,178 万円 1億 6,778 万円 97.7%

町税負担状況 資産

科目 予 算 額
予算額の１人
当たり負担額

土 　 　 　 地 3,619,786㎡
建 　 　 　 物 197,035㎡

町 民 税 10 億 6,077 万円 4万 4,908 円 株式社債権など 655 万円
固 定 資 産 税 57 億 6,266 万円 24 万 3,963 円 出資による権利 4億 7,347 万円
軽 自 動 車 税 4,988 万円 2,112 円 基 　 　 　 金 92 億 9,957 万円
市町村たばこ税 1億 3,306 万円 5,633 円

入　　湯　　税 3,463 万円 1,466 円 負債（地方債残高）
合　　　計 70 億 4,100 万円 29 万 8,082 円 一般会計 157 億　327 万円

　　23,621 人（平成 22 年 3月 31 日現在の住民基本台帳人口） 農業集落排水事業特別会計 43 億　337 万円
公共下水道事業特別会計 60 億 2,526 万円

　一般会計を１人当たりに換算すると・・・ 地域し尿処理施設整備事業特別会計 2億 8,175 万円
　１人当たりに使われるお金 65 万 1,533 円 簡易水道事業特別会計 1億　916 万円
１人当たりの地方債残高 66 万 4,801 円 ケーブルテレビ事業特別会計 28 億 7,860 万円

※平成21年度決算は整理中のため、　確定後に広報で
　公表する予定です。

水道事業会計 23 億 7,669 万円
病院事業会計 23 億 9,078 万円

合　　　計 340 億 6,888 万円
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用
以
外
の
差

額
ベ
ッ
ド
代
や
食
事
代
は
、
別
途
支
払
い
が
必
要
で
す
。
基

準
と
な
る
患
者
負
担
の
限
度
額
は
、
世
帯
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
保
険
証
、

領
収
書
、
世
帯
主
の
口
座
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
出
産
し
た
と
き
は
？

Ａ
．
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
一
児
に
つ
き
39
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関
な
ど
で
出
産
し
た
場
合
は
42
万
円
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
直
接
支
払
制
度
」
に
よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
が
加

入
者
に
代
わ
っ
て
支
給
申
請
と
受
取
り
を
行
う
こ
と
で
、
ま

と
ま
っ
た
現
金
を
用
意
す
る
こ
と
な
く
出
産
が
行
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
医
療
機
関
で
の
費
用
が
42
万
円
以
下
の
場

合
は
、
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、
保
険
証
、
世
帯
主
の
口
座
が
分

か
る
も
の
、
印
鑑
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
出
産
費
用
明
細

書
が
必
要
で
す
。

Ｑ
．
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
？

Ａ
．
葬
祭
費
５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
保
険

証
、
葬
祭
執
行
者
（
喪
主
）
名
義
の
口
座
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

国
民
健
康
保
険　

Ｑ
＆
Ａ

　
　
　

〜
保
険
給
付
・
国
保
税
に
つ
い
て
〜

Ｑ
．
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
装
具
購
入
代
の
お
金
が
戻
る
と
聞
い

た
の
で
す
が
・
・
・

Ａ
．
お
医
者
さ
ん
が
必
要
と
認
め
た
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療

装
具
を
購
入
し
た
場
合
は
、
支
払
っ
た
代
金
の
う
ち
保
険
で

認
め
ら
れ
た
部
分
が
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続

き
に
は
保
険
証
、
領
収
書
、
医
師
の
証
明
書
、
世
帯
主
の
口

座
が
分
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
急
病
で
保
険
証
を
持
た
な
い
で
病
院
に
か
か
り
、
全
額
自

己
負
担
に
な
っ
た
の
で
す
が
・
・
・

Ａ
．
急
病
な
ど
緊
急
で
や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
保
険
証
を
持

た
ず
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
は
、
支
払
っ
た
費
用

の
う
ち
一
定
の
割
合
で
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
手
続
き
に
は
、
保
険
証
、
領
収
書
、
診
療
報
酬
明
細
書

（
お
医
者
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
う
書
類
）、
世
帯
主
の
口
座
が

分
か
る
も
の
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
海
外
で
支
払
っ
た
医
療
費
の
請
求
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
海
外
渡
航
中
の
病
気
や
け
が
の
治
療
に
つ
い
て
も
、
国
保

の
給
付
対
象
に
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
か
か
っ
た
医
療
費
の

全
額
を
外
国
の
医
療
機
関
に
支
払
い
、
帰
国
後
に
申
請
す
れ

ば
、
保
険
診
療
分
の
う
ち
国
保
が
負
担
す
べ
き
額
が
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
国
民
健
康
保
険
税
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
る
の

で
す
か
？

Ａ
．
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
．
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
自
己
負
担
を
合
計
し
た
額
に
、

年
単
位
で
限
度
額
を
設
け
、
５
０
０
円
以
上
超
え
た
場
合
は

超
え
た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人

に
対
し
て
順
次
、
案
内
し
ま
す
の
で
通
知
が
届
い
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
毎
月
の
薬
代
が
高
額
に
な
り
、
支
払
い
が
厳
し
い
の
で
す

が
・
・
・

Ａ
．
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
知
で
す
か
？
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
と
は
、
新
薬
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る

新
薬
と
同
じ
成
分
、
同
じ
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品
の
こ

と
で
、
価
格
が
安
い
の
が
特
徴
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
医
療
医
薬
品
で
す
か
ら
医
師
に
よ
る
処
方
せ
ん
が
必

要
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え
を
希
望
す

る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
、
薬
剤
師
さ
ん
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

世帯全員のうち
国保に加入して
いる人の所得が
対象です。

国保に加入し
ている人の
人数です。

❶❷❸はそれぞれ上限が
決まっています。上限額
は❶ 50 万円❷ 13 万円❸
10 万円です。上限額（限
度額）を超えた場合は上
限額が入ります。

介護分は、国保に加入し
ている人のうち、40 歳か
ら 64 歳の人が対象です。
40 歳から 64 歳の人だけ
で計算します。

国
保
に
関
す
る
届
出
や
申
請
手
続
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
課
ま
た
は
富
来
支
所
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

　

志
賀
町
住
民
課　

国
保
年
金
担
当　

☎
32-

９
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

町
内
Ｉ
Ｐ
８-

32-

９
１
２
１

シ
リ
ー
ズ
第
２
回
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あなたの国民健康保険税を計算してみましょう。
　４月号で志賀町国民健康保険税の税率変更についてご紹介しました。今月号は、実際に税率表を基に自分の国
保税を計算してみましょう。

【平成２２年度の税率】
（医療分） （後期高齢者支援金分） （介護分）

所得割 ６．５％ 所得割 １．７％ 所得割 １．２％

資産割 ２０％ 資産割 ４．５％ 資産割 ４．５％

均等割 ２５，０００円 均等割 ６，２００円 均等割 ６，７００円

平等割 ３１，０００円 平等割 ７，２００円 平等割 ５，８００円

　新しい税率表を使って志賀太郎さんの世帯を例に計算してみます。

計算例で計算の方法が理解できたら、皆さんの世帯につい
て計算してみましょう。家族の中に国保以外の健康保険（社
保・共済組合・後期高齢者医療制度など）に加入している
人は含めないことなどに注意してください。

夫　志賀太郎　41 歳 前年所得　200 万円
　　　　　　　　　　固定資産税額の年額　5万円
妻　志賀和子　38 歳 前年所得　100 万円
子　志賀一郎　12 歳 前年所得なし

志賀太郎さんの世帯の計算例 あなたの世帯
医　療　分 医　療　分 医　療　分

所得割

( 前年所得－ 33 万円 ) × 6.5％

夫 (200 万円－ 33 万円 ) × 6.5％
＝ 108,550 円（Ａ）
妻 (100 万円－ 33 万円 ) × 6.5％
＝ 43,550 円（Ｂ）

（　　　　　　万円－ 33 万円）× 6.5％
＝　　　　　　　　　　　円
（　　　　　　万円－ 33 万円）× 6.5％
＝　　　　　　　　　　　円

資産割（固定資産税額）× 20％ 夫 5万円× 20％＝ 10,000 円（Ｃ）
　　　　　万円× 20％＝　　　　　円
　　　　　万円× 20％＝　　　　　円

均等割 ( １人当たり 25,000 円 ) 25,000 円× 3人＝ 75,000 円（Ｄ） 25,000 円×　　　人＝　　　　 　　円

平等割 (１世帯当たり 31,000 円 ) 　　　　　　　　　31,000 円（Ｅ） 　　　　　　　　　　　　　 31,000 円

小計 (100 円未満切捨て ) 268,100 円（Ａ～Ｅ）→ 268,100 円　❶ 　　　　　　円→　　　　　　　円 ❶

後期高齢者支援金分 後期高齢者支援金分 後期高齢者支援金分

所得割

( 前年所得－ 33 万円 ) × 1.7％

夫 (200 万円－ 33 万円 ) × 1.7％
＝ 28,390 円（Ａ）
妻 (100 万円－ 33 万円 ) × 1.7％
＝ 11,390 円（Ｂ）

（　　　　　　万円－ 33 万円）× 1.7％
＝　　　　　　　　　　　円
（　　　　　　万円－ 33 万円）× 1.7％
＝　　　　　　　　　　　円

資産割（固定資産税額）× 4.5％ 夫 5万円× 4.5％＝ 2,250 円（Ｃ）
　　　　　万円× 4.5％＝　　　　　円
　　　　　万円× 4.5％＝　　　　　円

均等割 ( １人当たり 6,200 円 ) 6,200 円× 3人＝ 18,600 円（Ｄ） 6,200 円×　　　人＝　　　 　　　　円

平等割 ( １世帯当たり 7,200 円 ) 　　　　　　　　　7,200 円（Ｅ） 　　　　　　　　　　　　　 　7,200 円

小計 (100 円未満切捨て ) 67,830 円（Ａ～Ｅ）→ 67,800 円　❷ 　　　　　　円→　　　　　　　円 ❷

介　護　分 介　護　分 介　護　分

所得割

( 前年所得－ 33 万円 ) × 1.2％
夫 (200 万円－ 33 万円 ) × 1.2％
＝ 20,040 円（Ａ）

（　　　　　　万円－ 33 万円）× 1.2％
＝　　　　　　　　　　　円
（　　　　　　万円－ 33 万円）× 1.2％
＝　　　　　　　　　　　円

資産割（固定資産税額）× 4.5％ 夫 5万円× 4.5％＝ 2,250 円（Ｃ）
　　　　　万円× 4.5％＝　　　　　円
　　　　　万円× 4.5％＝　　　　　円

均等割 ( １人当たり 6,700 円 ) 6,700 円×１人＝ 6,700 円（Ｄ） 6,700 円×　　　人＝　　　 　　　　円

平等割 ( １世帯当たり 5,800 円 ) 　　　　　　　　5,800 円（Ｅ） 　　　　　　　　　　　　　　5,800 円

小計 (100 円未満切捨て ) 34,790 円（Ａ～Ｅ）→ 34,700 円　❸ 　　　　　　円→　　　　　　　円 ❸

合計（年額） 　　　　　　　　　370,600 円（❶～❸）　　　　　　　　　　　　円（❶～❸）
※実際には所得に応じて税が軽減される場合があります。
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『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

『
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
た
め
に
』

 

国
民
健
康
保
険

　

40
〜
74
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
の
健

診
で
、
メ
タ
ボ
の
発
見
・
改
善
に
着
目
し
た
健

診
で
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
判
定
し

ま
す
。 

 

※
勤
め
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
案
内
が
あ

り
ま
す
。

■　 

特
定
健
診
と
は
？

 

い
よ
い
よ
６
月
か
ら 
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
！

■　

ど
う
し
て
健
診
が
必
要
な
の
？

　

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
発
症
は
「
あ
る
日
突

然
」「
運
悪
く
…
」
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
少

な
く
と
も
10
年
以
上
か
け
て
、
知
ら
な
い
間
に

少
し
づ
つ
動
脈
硬
化
が
進
ん
だ
結
果
と
し
て
起

こ
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
を
進
め
る
の
は
高
血
圧

や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
な
の
で
す
が
、

血
圧
が
高
く
な
っ
て
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

増
え
て
も
ま
っ
た
く
自
覚
症
状
が
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
自
覚
症
状
に
代
わ
っ
て
自
分
の
状
態

を
教
え
て
く
れ
る
の
が
「
健
診
」
な
の
で
す
‼

■　

ど
う
し
て
健
診
な
の
？

　

あ
な
た
が
病
院
に
行
く
の
は
ど
ん
な
時
で
す

か
？

　

ど
こ
か
が
「
痛
い
」、「
だ
る
い
」、「
苦
し
い
」

と
い
っ
た
自
覚
症
状
が
出
た
時
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
脳
卒
中
な

ど
、
全
身
の
血
管
が
痛
む
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ

る
病
気
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
血
管
を
傷

め
る
原
因
」
を
持
っ
た
ま
ま
長
年
過
ご
す
こ
と

に
よ
り
徐
々
に
進
行
し
て
発
症
し
ま
す
。
発
症

す
る
ま
で
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
と
、
み
な
さ
ん
が
「
血
管
を

傷
め
る
原
因
」
を
お
持
ち
か
ど
う
か
が
分
か
り

ま
す
。ご
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
た
め
に
・・・

ま
ず
は
健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

57 歳で心筋梗塞を発症したＡさんの健診結果の経緯です。

後期高齢者のみなさんへ

医療機関で受診できるのは８月２日から１０月３０日までの期間となりますのでご注意ください。

※より早い段階で生活習慣を改善していれば、心筋梗塞を発症しなかったかもしれません。
　健診は、あなたの健康のバロメーターです。
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特定健康診査、がん検診を受けましょう！
平成22年度特定健康診査およびがん検診が６月１日（火）から始まります。
次の日程で行いますので、必ず受診してください。

【集団健診会場】受付時間　８：３０～１０：３０

　　町内医療機関での受診をご希望の方は、６月１日（火）から８月31日（火）の
　　３カ月間でご都合の良い日に受診ください。

お問い合わせは　志賀町保健福祉センター　☎３２－０３３９　町内 IP ８－３２－０３９９

【町内医療機関】
医療機関名 住　　所 電話番号 健　診　受　付

新谷医院 志賀町末吉畷 70 番地 ３２－３３１１ 月～土曜（土曜は午前のみ）
池野整形外科医院 志賀町高浜町ソ９番地１ ３２－００４０ 月～土曜（土曜は午前のみ）
岡田医院 志賀町富来領家町ホの３の２ ４２－１９２１ 月～土曜（土曜は午前のみ）
加藤病院 志賀町高浜町ヘ１番地１ ３２－１２５１ 月～土曜（土曜は午前のみ）
河崎医院 志賀町高浜町ト１番地１ ３２－００１９ 月～土曜（土曜は午前のみ）
四蔵医院 志賀町仏木ク１５番地５ ３７－１０３０ 月～土曜（木・土曜は午前のみ）
ひよりクリニック 志賀町富来地頭町８の 168 の２ ４２－２３００ 月～土曜（木・土曜は午前のみ）
向病院 志賀町富来領家町ハ 30 番地 ４２－１１５１ 月～土曜（土曜は午前のみ）
町立富来病院 志賀町富来地頭町７の 110 の１ ４２－１１２２ 月～金曜の午前のみ
町立志賀クリニック 志賀町高浜町ヤ 79 番地１ ３２－５３０７ 月～金曜
※都合により休診になる場合もあります。受付時間については直接医療機関にお問い合わせください。

日 健診会場 対象地区 日 健診会場 対象地区

１日
（火）

加茂公民館 加茂地区 17日
（木） 笹波集会所  笹波、前浜

稗造コミュニティセンター 稗造地区

２日
（水）

下甘田公民館 下甘田地区 20日（日）
日曜健診

富来活性化センター 富来地域
熊野多目的集会施設 熊野地区

３日
（木）

志賀町シルバーハウス 徳田、舘開、火打谷 21日
（月） 富来活性化センター 富来地頭町

西海高齢者活性化センター 西海風無

４日
（金）

志賀町シルバーハウス
矢田、印内、代田、仏木、
谷屋、栗山、牧山、新林 22日

（火） 富来活性化センター 富来領家町

西海高齢者活性化センター 西海風戸、西海千ノ浦、西海久喜

８日
（火）

上熊野公民館 上熊野地区 23日
（水） 富来活性化センター

富来高田、富来七海、
富来生神、富来牛下旧福浦小学校 福浦港地区

９日
（水）

中甘田公民館 長沢、宿女、岩田、甘田　
24日
（木） 志賀町保健福祉センター

末吉、神代、矢蔵谷、
猪の谷、志賀の郷、
ロイヤルシテイ東増穂コミュニティセンター

八幡、八幡座主、中泉、
相神、草江、大福寺

10日
（木）

中甘田公民館 福野、大島 25日
（金） 志賀町保健福祉センター 高浜１～８区

東増穂コミュニティセンター 里本江、中浜、給分

11日
（金）

堀松公民館
堀松、梨谷小山、北吉田、
清水今江、出雲 26日

（土） 志賀町保健福祉センター

高浜９～ 11区、
旭ケ丘、ハマナス、
アスナロ、新大念寺、
東旭酒見構造改善センター 酒見、栢木、稲敷、香能

15日
（火）

志加浦公民館 安部屋、上野、川尻 27日（日）
日曜健診 志賀町保健福祉センター 志賀地域

西浦コミュニティセンター 鹿頭

16日
（水）

志加浦公民館 
小浦、百浦、赤住、大津、
町

西浦コミュニティセンター 赤崎、小窪
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自然の恵み　富来高生がタケノコ掘り体験

 　

直海付近は貴重な鳥たちのすみか

町の新しい防災拠点で開署式

本番さながらに行われた救助訓練

お礼の言葉を述べる坂本凌君

物品の交付を受ける児童代表 鳥たちの生態を身振り
手振りで話す時国さん

このタケノコはえぐみがほとんどないのが特徴

　５月７日（金）に富来高校の３年生25人が若葉台の山でタケ

ノコ掘りをしました。生徒は「フードデザイン」を学んでいて、

２年前からタケノコ掘りをしています。

　タケノコは室谷邦夫さん（福浦港）の山にあり、掘り方を教わ

りながらタケノコ掘りを体験しました。きっかけは妻の加代子

さんが生徒に郷土料理を教えていることが縁で始まりました。

　掘りだしたタケノコは塩漬けにして保存し、調理実習で活用

されます。

　室谷さんは、採れたての新鮮なタケノコで味噌汁を作って振

る舞い、生徒たちはおいしそうに食べました。

　４月にトキがやってきた直海の上熊野小学校が愛鳥モデル校

に指定され、愛鳥モデル校指定書交付式が５月10日(月）に同校

で行われました。

　式では県自然保護課長から町岡校長に指定書が手渡されたあ

と、宮本健祐君（６年）と小室涼君（５年）、谷内姫香さん（４年）

に観察用の双眼鏡などが手渡されました。

　児童を代表して坂本凌君が「この日をきっかけにもっと鳥の

ことを調べて、鳥のことを知りたいと思います」とあいさつし

ました。

　「野鳥のおはなし」と題し、㈶日本鳥類保護連盟県支部代表の

時国公正さんが「直海や釈迦堂、福浦港にはめずらしい鳥がた

くさんいます。みなさんの研究の成果をおじさんにも教えてく

れることを楽しみにしています」と話しました。

　上熊野小学校は今後、５年間に渡って鳥の研究を行います。

　西山台１丁目１番地の羽咋郡市広域圏事務組合志賀消防署が

５月13日（木）に開署式を行いました。（４月１日から業務開始）

　式典のあと、来賓者約50人と見学に訪れた地域住民のみな

さんで庁舎見学が行われ、最新の設備が披露されました。

　また、救助訓練や火災防ぎょ訓練、防災ヘリ給水訓練も行わ

れ、隊員の１秒を争う迅速で的確な動きを見た人達からは、拍

手と歓声が起こりました。

　訓練の講評で小泉町長は「どの訓練も大変すばらしいもので

した。しかし、実際の現場では予期せぬ事も起こります。この

施設を利用し、技術の向上に努めてください」と述べました。
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「なかよし花壇」に人権の花

「大きくな～れ」と声かけ苗植え

インドネシアから漁業研修生

今後３年間にわたって漁業を学ぶ研修生の２人

通所生に土のかぶせ方を教わる園児たち

きれいなお花が咲くといいな

家庭で子育て中の保護者のみなさん。お子さんと一緒に遊びに来ませんか。

■対　象　０～２歳のお子さんがいる親子
■場　所　志賀町乳幼児保育園
■日　時　毎週（月～金）９時 30 分～ 14 時 30 分
　　　　　※祝日、お盆、年末年始はお休みです。
■会　費　無料

■活動内容
　・親子で触れ合い遊び（手遊び、歌遊びなど）
　・リサイクルおもちゃ作り
　・季節行事に参加（誕生会、お祭パレード、クリスマス会など）
　・保護者のリフレッシュ（講演会に参加、手作りを楽しむなど）
　・育児に関する情報交換や育児相談
　・その他
■お問い合わせ、連絡先　志賀町乳幼児保育園
　　　　　　　　　担当　 脇本　陽子　☎ 32-2640

　５月13日（木）に中甘田保育園で園児33人が参加し、「なかよ

し花壇」の造成式が行われました。

　七尾人権擁護委員協議会と金沢地方法務局七尾支局が人権啓

発活動として行っているものです。

　運動場の一角に新設された花壇には、サルビアなど４種類の

花が100本植えられました。

　園児は「みんなできれいな花を咲かせます」と大きな声でお礼

のあいさつをしました。

　５月13日（木）にすばる幼稚園の園児と福祉作業所の通所生

が同作業所の畑でサツマイモの苗を植えました。

　すばる幼稚園の園児30人は１人７本ずつ苗を植え、通所生

が土がよくかかっていないところに丁寧に土をかぶせるなど、

交流を楽しみました。この交流は、10年ほど前から行われて

います。今年は１度、雨で延期になり、園児達はこの日を待ち

きれない様子だったようで、同作業所に向かって歩きながら大

きな笑い声などを響かせていました。

　県漁協西海支所の漁船で行っているかご漁などを学ぶため、

インドネシアからやってきた研修生２人が役場を訪れ、山王副

町長に抱負を述べました。

　ロフィックさんとファイシャル・タウフィックさん（ともに

19歳）は、「志賀での経験は人生の宝になります。よく学び、

インドネシアの漁業発展に生かしたい」と話しました。山王副

町長は「生きたまま捕らえることで商品価値を高めるかご漁を

学び、志賀での生活も楽しんでください」と話しました。
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

友
人
に
お
金
を
貸
し
た
が
返
還
約
束
を
し

て
い
な
か
っ
た

困
難
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
友
人
間
で
あ
っ
て
も
、
き
ち

ん
と
、
借
用
書
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ
：
私
は
、
友
人
に
車
を
売
り
、
そ
の
代
金
の
支
払
に
つ
い
て
は
友
人

の
父
親
を
保
証
人
と
す
る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
後
日
、
友
人
か
ら

「
代
金
を
弁
済
期
日
ま
で
に
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
代
金
を

借
り
た
こ
と
に
し
て
返
済
期
日
を
延
期
し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
懇

願
さ
れ
た
の
で
、
仕
方
な
く
、
友
人
の
提
案
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
返
済
期
日
に
な
っ
て
も
、
い
っ
こ
う
に
返
済
さ
れ
な
い

の
で
、
保
証
人
で
あ
る
友
人
の
父
親
に
請
求
し
ま
し
た
。
す
る
と
友

人
の
父
親
は
「
私
は
、
車
の
代
金
の
支
払
を
保
証
し
た
が
、
貸
借
金

の
返
済
に
つ
い
て
は
保
証
し
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
、
支
払
い
を

拒
絶
し
ま
し
た
。
父
親
に
は
、
請
求
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
あ
な
た
と
友
人
が
行
っ
た
契
約
は
、「
準
消
費
貸
借
契
約
」
と
い
い
、

何
ら
か
の
理
由
で
負
担
し
て
い
た
金
銭
の
支
払
義
務
を
、
あ
と
か
ら

お
金
を
借
り
た
こ
と
に
変
更
す
る
契
約
の
こ
と
で
す
。
今
回
の
ケ
ー

ス
の
よ
う
に
簡
単
に
金
銭
の
弁
済
期
日
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
利
点
が
多
く
、実
社
会
で
も
非
常
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

で
は
、
準
消
費
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
る
と
、
売
買
契
約
の
代
金
債

務
（
旧
債
務
）
の
保
証
人
は
、
準
消
費
貸
借
の
金
銭
返
還
債
務
（
新

債
務
）
に
つ
い
て
も
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回

の
ケ
ー
ス
で
準
消
費
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
理
由
は
、
も
っ
ぱ
ら
代
金

の
弁
済
期
日
を
延
期
す
る
点
に
あ
り
、
お
金
を
支
払
う
義
務
が
あ
る

と
い
う
主
要
な
部
分
に
は
変
更
が
な
い
の
で
、
旧
債
務
と
新
債
務
は

同
一
性
が
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
、

準
消
費
貸
借
の
金
銭
返
還
債
務
に
つ
い
て
も
保
証
す
る
こ
と
に
な
る

の
で
、
あ
な
た
は
、
友
人
の
父
親
に
貸
金
の
返
還
を
請
求
で
き
ま
す
。

車
代
金
の
返
済
を
貸
金
の
返
済
に
変
更
で
き
る

か

Ｑ
：
私
は
、
先
日
友
人
か
ら
「
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
の

で
、
至
急
10
万
円
を
都
合
つ
け
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
懇
願

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
私
は
現
金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
10
万
円
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
暗
証
番
号

を
教
え
た
う
え
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し
ま
し
た
。
後

日
、
友
人
に
10
万
円
の
返
還
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、「
私
は

金
銭
の
授
受
を
受
け
て
い
な
い
し
、
は
っ
き
り
と
返
還
の
約

束
を
し
て
い
な
い
か
ら
10
万
円
を
返
還
す
る
法
律
上
の
義
務

は
な
い
」
と
支
払
い
を
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。
友
人
の
言
う
よ

う
に
金
銭
の
授
受
と
明
示
的
な
返
還
の
約
束
が
な
か
っ
た
場

合
は
、
10
万
円
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
：
あ
な
た
が
友
人
に
10
万
円
の
返
還
を
請
求
す
る
た
め
に
は
、

消
費
貸
借
契
約
（
民
法
５
８
７
条
）
が
成
立
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
消
費
貸
借
契
約
が
成
立
す
る
に
は
「
金
銭
の

授
受
（
受
け
渡
し
）」
と
「
返
還
の
約
束
」
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
付
は
「
金
銭
の
授
受
」

と
い
え
る
か
で
す
が
、取
引
社
会
に
お
い
て
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
交
付
が
あ
れ
ば
「
金
銭
の
授
受
」
が
あ
っ
た
と
一

般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
、
明
示
的
な
返
還
の
約

束
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
も
そ
も
「
返
還
の
約
束
」
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
返
還
義
務
の
な
い
贈
与
と
の
区
別

を
す
る
た
め
で
す
。
本
件
で
は
、
特
に
あ
な
た
は
「
金
を
贈

与
す
る
」
と
は
言
っ
て
い
な
い
の
で
、
黙
示
的
で
あ
っ
て
も

「
返
還
の
約
束
」
が
あ
っ
た
と
認
定
さ
れ
、
消
費
貸
借
契
約

は
有
効
に
成
立
し
た
と
言
え
ま
す
。
た
だ
、
裁
判
に
な
っ
た

場
合
に
は
、「
返
還
の
約
束
」
を
立
証
す
る
こ
と
は
か
な
り
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平成22・23年度の石川県の保険料

（平成 22・23 年度） （平成 20・21 年度）

所得割率 ８．２６％ ８．２６％

均等割額 年額４５，２４０円 年額４５，２４０円

保険料の算定方法

一人あたりの
年間保険料

（賦課限度額５０万円）
＝

均等割額

４５，２４０円

所得割額
基礎控除（３３万円）後の総所得金額など
×所得割率　８．２６％

＋

平成22年度後期高齢者医療保険料額決定通知書の発送は７月中旬を予定しています。

お問い合わせ先　志賀町住民課　国保年金担当　☎32-9121　町内IP8-32-9121

　平成21年度では、所得の低い世帯※については均等割額が８．５割軽減されていましたが、平成22年度も
引き続き８．５割軽減が継続されることになりました。
　　　　　　　　　　※所得の低い世帯とは･･･世帯の総所得金額などが３３万円以下に該当する世帯です。

　被用者保険※の被扶養者が、後期高齢者医療制度へ移行した場合、平成21年度は均等割額が９割軽減され
る特例措置が行われてきましたが、平成22年度も引き続き９割軽減が継続されることになりました（所得割
額は、かかりません）。　※被用者保険とは･･･会社員、公務員、船員などが加入する保険です。

　有害鳥獣（カラス）による農作物の被害を防ぐた
め、銃器による駆除を行います。期間は次のとおり
です。みなさんのご協力をお願いします。

　◉ 駆除期間　５月９日～８月２０日
　◉ 駆除範囲　志加浦、加茂、下甘田、中甘田、
　　　 　　　　土田地区内
　　　　 　　　スイカ畑およびその周辺

注：期間中に猟銃の発砲音が聞こえることがありま
すのでご承知ください。

　　また、この間の駆除範囲に近付かないよう注意
してください。

【問い合わせ先】
志賀町農林水産課　☎ 32-9224（直）　IP8-32-9224
ＪＡ志賀　　　　　☎ 32-1155（代）

　今年度賦課金の納入期限は、平成22年 6月30日（水）です。
　口座振替の人は、6月 30 日に指定の口座から引き落とし
となります。
　現金払いの人は、納入期限までに納入をお願いします。

　　　　　　　　　志賀町土地改良区
住所　志賀町堀松への１の１番地

　　　☎ 32-3851

平成 22年度
個人住民税（普通徴収）の納期限
期　別 第１期 第２期 第３期 第４期

納期限 6月 30 日 8月 31 日 11 月 1日 1月 31 日

後期高齢者医療制度に加入されているみなさんへ
～　平成２２・２３年度の保険料について　～

平成22年４月から、後期高齢者医療制度の保険料が下記のとおりとなりました。

　①平成22・23年度の保険料率は据
すえお

置きとなりました。

　②所得の低い世帯に対する保険料の軽減措置が延長されました。

　③被用者保険の被扶養者に対する軽減措置が延長されました。

お問い合わせ　志賀町税務課　住民税担当
　　　　　　　☎ 32-9142　IP8-32-9142

「水土里ネットしか」「水土里ネットしか」からお知らせです！からお知らせです！有害有害鳥獣（カラス）駆除の鳥獣（カラス）駆除の
　　　　お　　　　お知らせ知らせ
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子

ど
も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就

職
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
24
日
㈭
10
時
〜
15
時

　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32-

９
１
２
２

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
２　

　

子
ど
も
の
心
や
か
ら
だ
を
傷
つ
け

な
い
で
し
つ
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、し
か
る
よ
り
、ほ
め
ま
し
ょ

う
。
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
し
か
る

よ
り
、
で
き
た
と
き
に
大
い
に
ほ
め

ま
し
ょ
う
。
し
か
ら
れ
て
ば
か
り
い

る
と
、「
ど
う
せ
自
分
は
ダ
メ
な
ん

だ
」
と
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
よ
り
も
、
ほ
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
ほ
め
て
も
ら

お
う
と
、
親
の
期
待
に
こ
た
え
よ
う

と
努
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
し
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
に
は
そ
の
場
で
あ
っ
さ
り
と
メ
リ

ハ
リ
を
も
っ
て
し
か
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

ま
た
、同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
も
、

親
の
気
分
し
だ
い
で
、
し
か
ら
れ
た

り
し
か
ら
れ
な
か
っ
た
り
で
は
、
子

ど
も
は
混
乱
し
ま
す
。
何
よ
り
も
一

貫
性
を
も
っ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

問
七
尾
児
童
相
談
所

　

☎
０
７
６
７-

53-

０
８
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

母
子
自
立
支
援
相
談

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

「
し
か
る
よ
り
、ほ
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

◆
日
時　

６
月
９
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
３
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

学
校
開
放
講
座

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
富
来

学
校
開
放
講
座

は
じ
め
て
の
ヨ
ッ
ト
体
験

◆
日
時　

６
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
３
４
１

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
・
祭
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階｢

フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の
17

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒
０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

・町県民税第１期
・後期高齢者保険料第３期
   の納期限は６月30日（水）
   です。

志
賀
町
子
育
て
支
援
課

　

☎
32-

９
１
２
２

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
２

　

人
権
擁
護
委
員
法
の
施
行
日
で
あ

る
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

◆
内
容　

人
権
に
関
す
る
各
種
相
談

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
６
／
１
・
８
・
15
・
22
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
６
／
3
･
10
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
６
／
17
･
24
）

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
６
／
2
・
16
）

◆
内　

容　

エ
ゾ
イ
タ
ヤ
ー
シ
ナ
ノ

キ
林
の
林
床
を
歩
く
。
猿
山
岬
の

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
オ
オ
ハ

ナ
ウ
ド
の
観
察
〜
能
登
半
島
の
自

◆
内　

容　

ヨ
ッ
ト
で
の

　
　
　
　
　
　

自
然
体
験
学
習

◆
日　

時　

８
月
21
日
〜
22
日

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
15
時

◆
対　

象　

小
学
校
３
年
生
〜
一
般

　
　
　
　
　
（
親
子
参
加
可
）

◆
受
講
者　

15
人

◆
受
講
料　

４
，
０
０
０
円

◆
時
間
数　

10
時
間（
５
時
間
×
２
日
）

◆
場　

所　

羽
咋
市
滝
港
マ
リ
ー
ナ

◆
受
付
期
間　

７
月
１
日
〜
30
日

◆
申
込
先

　

県
立
羽
咋
工
業
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
22-

１
１
９
３

◆
そ
の
他　

定
員
を
超
え
た
場
合

は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
１
日
㈫
10
時
〜
15
時

◆
会
場

　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル（
志
賀
地
域
）

　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
富
来
地
域
）

然
環
境
を
調
べ
る
〜

◆
主　

催　

石
川
県
立
富
来
高
等
学
校

　
（
担
当　

越
野
重
治
、
三
嶋
達
也
）

◆
日　

時　

６
月
13
日
㈰
９
時
〜
16
時

◆
受
講
者　

20
人
程
度

◆
費　

用　

無
料

◆
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
。
履
物

は
、
運
動
ズ
ッ
ク
ま
た
は
ハ
イ
キ

ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
が
望
ま
し
い
で
す
。

◆
講　

師　

高
木
政
喜（
石
川
植
物
の
会
）

◆
申
込
先

　

石
川
県
立
富
来
高
等
学
校
事
務
室

　

☎
42-

０
０
３
４

　

FAX　

42-

０
９
０
４
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エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

て
ん
と
市

◆
日
時　

６
月
22
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
志
賀
町
農
林
水
産
課

　

☎
32-

９
２
２
１　

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
２
２
１

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト

☆
ス
ク
ラ
ッ
プ　

ブ
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

６
月
６
日
㈰
14
時
〜

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
高
浜
町
の
山
王
竹
夫
様
か
ら
、
社

会
福
祉
向
上
に　

20
万
円

６
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
日
時　

６
月
16
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場　

本
庁
舎
１
階

◆
日
時　

６
月
30
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

１
１
１
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

１
１
１
１

◆
内
容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の
分

別
の
仕
方
を
学
ぶ

◆
日　

時　

６
月
20
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子

◆
申
し
込
み　

６
月
４
日
〜
17
日

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

　

☎
27-

１
１
５
３　

　

FAX

27-

１
１
５
４

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

６
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
19
日
㈯
・

26
日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
の
上
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

町
内
Ｉ
Ｐ 

８-

32-

９
１
２
１

　「いじめ」や体罰、不登校や親による虐待といった、子ど
もをめぐる人権問題は周囲の目につきにくいことが多く、
また、被害者である子ども自身も、その被害を外部に訴え
るだけの力が未完成であったり、身近に相談できる大人が
いなかったりする場合が少なくありません。
　「子どもの人権１１０番」は、このような子どもの発する
信号をいち早くキャッチし、その解決に導くための相談窓
口です。
　相談は、金沢地方法務局において、人権擁護委員及び人
権擁護事務担当職員がお受けします。
　相談は無料、秘密厳守にて対応します。

☎0120-007-110（全国共通フリーダイヤル・無料）
受付時間
　６月28日（月）～７月２日（金）　８：30 ～ 19：00
　７月３日（土）、７月４日（日）　 10：00 ～ 17：00

<お知らせ><お知らせ>　　
パソコンでのメール相談は、２４時間受け付けています。パソコンでのメール相談は、２４時間受け付けています。
※ 法務省のホームページからアクセスできます。※ 法務省のホームページからアクセスできます。

　

参
加
費
１
，０
０
０
円　
定
員
10
人

※
予
約
受
付
締
切
６
月
３
日
㈭

☆
ホ
イ
ッ
プ　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

―
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
―

　

６
月
12
日
㈯
15
時
〜

　

参
加
費
５
０
０
円　

定
員
10
人

※
予
約
受
付
締
切
６
月
６
日
㈰

☆
籐
の
バ
ラ
作
り
教
室

　

６
月
13
日
㈰
10
時
〜

　

講
師　

徳
山
廣
美
氏

　
　
（
志
賀
町
上
棚
）

　

参
加
費
８
０
０
円　

定
員
15
人

※
予
約
受
付
締
切
６
月
６
日
㈰

☆
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

　

６
月
20
日
㈰
10
時
〜
、
14
時
〜

　

講
師　

尾
島
美
知
留
氏

　
　
（
Ｊ
Ａ
Ａ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　

参
加
費
無
料　

定
員
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７

ヘリコプターによる薬剤散布ヘリコプターによる薬剤散布
松くい虫防除を実施します松くい虫防除を実施します

　松くい虫による被害を防止するため、ヘリコプ
ターによる薬剤の空中散布を実施します。皆様の
ご協力をお願いします。

【散布予定日、散布区域】
６月２日（水）　西浦地区周辺
　（西浦、西増穂、西海地区にまたがる松林）
６月３日（木）　志加浦地区周辺
（能登ゴルフ倶楽部及び周辺の松林）（赤住、百
浦、小浦、大津の松林）（安部屋弁天島の松林）

※昨年同様本年も散布回数を１回にします。
【使用薬剤】スミパインＭＣ剤　30ﾘｯﾄﾙ／ ha
【散布時間】午前５時頃～午前８時頃
※雨天や強風の場合は順延します。
注意１　通常の使用で人体に影響はありませんが、　
　　　当日は散布区域に入らないでください。

注意２　自動車に薬剤がかかったと思われる場合は、
　　　早急に水で洗い流してください。

【お問い合わせ先】
志賀町農林水産課　☎32-9224　IP8-32-9224

『子どもの人権１１０番』強化週間『子どもの人権１１０番』強化週間
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　文化協会主催による『第８回初夏の文化祭』を志賀町文化ホールで開催を予定
しています。みなさんお誘い合わせの上、是非ご来場ください。
　詳しくは新聞折り込みチラシなどでお知らせいたします。

　　　と　き　　６月12日（土）・13日（日）
　　　ところ　　志賀町文化ホール
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ふ
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推
すいしんいん
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ヶ首）　大
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企
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進員さんと町
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たんとうしゃ

当者

　多
た ぶ ん か

文化共
きょうせい

生社
しゃかい

会をめざして

　

平
成
22
年
度
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
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＆
Ｇ
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域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
総
会

　

４
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イ
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ブ
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ッ
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＆
Ｇ
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絡
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催
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。
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＆
Ｇ
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。
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迎
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な
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催
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。

　

ま
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。
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、
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開
催
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で
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加
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だ
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い
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昨年度の初夏の文化祭

　[ ステージアトラクション ]
　　　　　13日㈰のみ

　[ 各種展示 ]
　　　　　12日㈯、13 日㈰
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。
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日
時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)志賀町の文化財-第16回-

7:00 (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)青春全開　志賀高！

8:00 (かA)志賀町の文化財-第16回- (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 土日特番①「第48回羽咋郡市中学校相撲大会」
※昨年の大会です。

10:00 (かB)青春全開　志賀高！ (や)児童館だより・図書館だより他
土日特番②「志賀町の文化財-第15回-」11:00 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)志賀町の文化財-第16回-

12:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)青春全開　志賀高！ (い)郷土の先人たちPART2

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)志賀町の文化財-第16回-

16:00 (かB)青春全開　志賀高！ (ふ)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより他

17:00 (い)郷土の先人たちPART2 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (かA)志賀町の文化財-第16回- (かB)青春全開　志賀高！ (ふ)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かA)志賀町の文化財-第16回- 土日特番①「第48回羽咋郡市中学校相撲大会」
※昨年の大会です。22:00 (み)しかチャンニュース (い)郷土の先人たちPART2
土日特番②「志賀町の文化財-第15回-」23:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
番組ガイド６月
ししししかかかかチチチチャャャャンンンンネネネネルルルル
しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
しかチ ネルしかチ ネル番組ガイド６月しかチャンネルしかチャンネル
番組ガイド６月番組ガイド 月
しかチャンネル
番組ガイド６月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

志賀町ホームページ　バナー広告掲載募集！
　　
志賀町ホームページへの有料広告掲載を募集します。会社やお店のＰＲにぜひご活用ください。

〈掲載位置・サイズ〉　※広告（バナー）は広告主で作成し、電子データで提出してください。
　　掲載位置：志賀町ホームページのトップページ下
　　サイズ：縦 50 ピクセル×横 140 ピクセル、容量：10 ＫＢ以下
　　画像形式：ＧＩＦ形式またはＪＰＧ形式
〈広告料〉　※一括前納となります。掲載決定後、指定する期日までに納付してください。
　　①町外事業所　　１枠　月額５，０００円
　　②町内事業所（町内に営業所などを有する事業所を含む）　　１枠　月額２，０００円
〈掲載期間〉
　　１月単位とし、最長１年間とします。ただし、掲載期間の終期は、掲載開始日の属する
    年度の末日までとします。
〈申込方法・期限〉
　　「志賀町ホームページ広告掲載申込書」を記入し、情報推進課まで提出してください。
　　申し込み締め切りは、掲載開始月の前月７日です。申請があった翌月からの掲載となります。　
　　詳しくは、町ホームページをご覧ください。　　http://www.town.shika.lg.jp/
　【お問い合わせ・申し込み】　情報推進課　☎ 32-9261　町内 IP8-32-9261

掲載位置
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種

内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 ６月３日（木） ４カ月健診受診時～生後６カ月未満 志

ポリオ
予防接種 ６月16日（水）

４カ月健診受診時～
７歳６カ月未満

志

ポリオ
予防接種 ６月25日（金） 富

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査

健康づくり健康づくり

内　容 実施日 対　象 場所

４カ月児健診 ６月３日（木） 平成22年2月生まれ
志

３歳児健診 ６月17日（木） 平成18年12月～
平成19年1月生まれ

内　容 実施日 時　間 場所

健康ウオーク
６月６日（日） ８時30分～受付

９時～出発

富

６月13日（日） 志

健健　　康康　　相相　　談談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 ６月18日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て
内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

６月３日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:30 ～
16:00 志

６月17日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

志

ゆう遊クラブ
６月８日（火） 志

６月22日（火） 富

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。

内　容 実施日 時　間 場所

男性の料理教室
６月９日（水） 10:00 ～

12:30

富来活性化センター・調理室

６月16日（水） 志賀町文化ホール・調理室

鶴亀
おたっしゃ教室

６月10日（木） 10:00 ～
11:00 やすらぎ荘

６月24日（木）

※ゆう遊クラブの催しは、８日はリフレッシュ体操、２２日はクッキ
ングをします。
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※男性の料理教室参加を希望の人は、事前にご連絡ください。

特定健康診査・がん検診特定健康診査・がん検診
特定健康診査（志賀町国保加入者）
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診（40歳
以上の人）

内　容 実施日 時　間 場　所

特定健康診査

胃がん検診・

大腸がん検診・

肺がん検診

６月１日（火）

8:30 ～
10:30

加茂公民館
稗造コミュニティセンター

６月２日（水） 下甘田公民館
熊野多目的集会施設

６月３日（木） 志賀町シルバーハウス
西海高齢者活性化センター

６月４日（金） 志賀町シルバーハウス
西海高齢者活性化センター

６月８日（火） 上熊野公民館
福浦小学校

６月９日（水） 中甘田公民館
東増穂コミュニュティセンター

６月 10 日（木） 中甘田公民館
東増穂コミュニュティセンター

６月 11 日（金） 堀松公民館
酒見構造改造センター　

６月 15 日（火） 志加浦公民館
西浦コミュニティセンター

６月 16 日（水） 志加浦公民館
西浦コミュニティセンター

６月 17 日（木） 笹波集会所

６月 20 日（日）
～ 23日（水） 富来活性化センター

６月 24 日（木）
～ 27日（日） 志賀町保健福祉センター
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６月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

６
月
２
日
㈬
・
16
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

７日（月）・14日（月）・21日（月）
・28日（月） 

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：30
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ☎32－1740  
　　　町内 IP 8 －32－1740      
 志賀町立富来図書館 ☎42－2777
　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
指
定
席　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川　

次
郎

○
不
等
辺
三
角
形　
　
　
　
　
　

内
田　

康
夫

○
ボ
ー
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

垣
根　

涼
介

○
奇
妙
な
賽
銭　
　
　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子

○
さ
び
し
い
女
神　
　
　
　
　
　

仁
木　

英
之

○
す
れ
違
う
背
中
を　
　
　
　
　

乃
南　

ア
サ

○
万
能
鑑
定
士
Ｑ　
　
　
　
　
　

松
岡　

圭
祐

○
い
い
ん
だ
か
悪
い
ん
だ
か　
　

林　

真
理
子

○
ケ
ン
タ
ロ
ウ
１
０
０
３
レ
シ
ピ

ケ
ン
タ
ロ
ウ

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

６
月
18
日
㈮　

14
時
か
ら

場
所　

と
ぎ
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時　

６
月
23
日
㈬　

15
時
30
分
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

◆
お
す
す
め
の
本
◆

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

６
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
上
映
会

「
白
い
船
」

　

あ
ら
す
じ
…
物
語
の
舞
台
は
島
根
県
に
あ
る

児
童
数
17
人
の
小
さ
な
小
学
校
。
赴
任
し
て
間

も
な
い
静
香
の
ク
ラ
ス
に
窓
の
外
ば
か
り
見
て

い
る
６
年
生
の
好
平
が
い
た
。
あ
る
日
、
好
平

は
水
平
線
の
彼
方
に
白
く
光
る
フ
ェ
リ
ー
を
見

つ
け
る
。
静
香
の
発
案
で
好
平
た
ち
は
船
長
に

手
紙
を
出
す
。
手
紙
が
き
っ
か
け
で
児
童
と
船

長
の
交
流
が
深
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
は
船
長
の

フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
た
い
と
強
く
願
う
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
、
周
り
の
大
人
た
ち
も
そ
の
願
い

を
叶
え
よ
う
と
す
る
の
だ
が
…

　

本
当
に
あ
っ
た
感
動
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

作
品
で
す
。

日
時　

６
月
19
日
㈯　

13
時
30
分
か
ら

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

○
ま
さ
こ
お
ば
ち
ゃ
ん
の
新
聞
エ
コ

　

バ
ッ
グ
の
作
り
方　
　

坂
上　

政
子

　

用
意
す
る
も
の
は
、
新
聞
紙
と
ノ
リ
、

ハ
サ
ミ
。
意
外
と
丈
夫
で
表
に
出
る
面
を

選
ぶ
と
お
し
ゃ
れ
な
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
ワ

イ
ン
バ
ッ
グ
に
な
り
ま
す
。
初
心
者
で
も

作
り
や
す
い
も
の
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

新
聞
紙
が
お
し
ゃ
れ
な
エ
コ
バ
ッ
グ
に
変

わ
り
ま
す
。

○
ト
キ
物
語　
　
　
　
　

大
山　

文
兄

　

先
日
、
志
賀
町
に
飛
来
し
た
ト
キ
。
見

た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

学
名
は
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ
ッ
ポ
ン
と
言
う

そ
う
で
す
よ
。
そ
ん
な
佐
渡
島
ト
キ
保
護

セ
ン
タ
ー
で
飼
育
さ
れ
た
ト
キ
を
１
年
半

に
渡
り
撮
影
し
て
い
ま
す
。
四
季
を
通
し

て
変
化
す
る
、
朱
鷺
色
の
羽
が
美
し
い
写

真
集
で
す
。

志賀町立図書館

「１階展示コーナーのお知らせ」

　６月１日（火）～６月30日（水）まで『雨の日には…』と題して展示を行います。

　そろそろ梅雨入り、長雨の日が近づいてきています。梅雨が明ければもうすぐ

夏の到来です。今回の展示は“雨”をテーマに雨が出てくる小説・絵本を集めまし

た。まさに、この時季ならでは！雨が多い日は家でゆっくり読書もいいですね。

平
日
は
18
時
30
分
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す

　

６
・
７
・
８
月
は
平
日
の
開
館
時
間
を
30
分
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
帰
り
や
学
校
帰
り
に
ぜ
ひ
図
書
館
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
!!
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★★６月行事予定★６月行事予定★
　６日（日）
１２日（土）
２７日（日）  

バドミントン
手芸教室（髪飾りのシュシュ作り）
子どもクッキング（サンドイッチ
作り）

13：30 ～
13：30 ～
13：30 ～

20日（日）

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

　

工
作
教
室

　

お
花
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
あ
さ
が
お
の
花
の
よ

う
な
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
カ
ラ
フ
ル
な
パ

ン
ジ
ー
、
赤
や
白
の
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど

を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
丁
寧
に
植
え
つ
け

て
い
き
ま
し
た
。
初
め
は
花
の
苗
植

え
に
ま
ご
ま
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
株
、３
株
と
植
え
る
に
つ
れ
上
達
。

「
い
っ
ぱ
い
花
が
咲
く
と
い
い
な
」

と
い
い
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
お

花
の
根
元
に
、
優
し
く
土
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

児
童
館
で
は
柔
軟
な
思
考
力
を
育

む
と
い
わ
れ
る「
ワ
ミ
ー
」を
購
入
し

ま
し
た
。
ワ
ミ
ー
は
曲
げ
た
り
通
し

た
り
し
な
が
ら
、
曲
線
的
な
形
を
作

り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
新
感
覚
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
指
先

　

工
作
教
室
で
は
、
４
色
８
本
の
キ

ラ
キ
ラ
テ
ー
プ
や
竹
ひ
ご
を
使
っ
て

「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
ス
テ
ッ
キ
」
を
作
り

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
細
か
い
手

作
業
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
パ
ッ
チ

シ
ー
ル
に
８
本
の
キ
ラ
キ
ラ
テ
ー
プ

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724
　　　　　　　　　町内IP 8-32-1724

お
花
の
苗
植
え

を
放
射
状
に
並
べ
た
り
、
組
み
立
て

た
り
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
ス
テ
ッ

キ
を
両
手
で
く
る
く
る
回
す
と
、

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
よ
う
に
き
れ
い
な
丸

が
で
き
、「
き
れ
い
」「
か
わ
い
い
」と
、

嬉
し
そ
う
に
何
度
も
ト
ラ
イ
し
て
い

ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
作
り

　

家
族
に
贈
る
カ
ー
ド
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な

表
情
で
、
帽
子
や
ネ
ク
タ
イ
、
エ
プ

ロ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
、
切
っ
た
り
、

貼
っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
、
立
体

的
に
カ
ー
ド
を
制
作
。
仕
上
げ
に
パ

ン
チ
で
抜
い
た
星
や
お
花
、
ピ
ン
ク

の
リ
ボ
ン
を
思
い
思
い
に
あ
し
ら

い
、「
マ
マ
大
好
き
」「
い
つ
も
あ
り

が
と
う
」
等
、
心
の
こ
も
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
添
え
、
可
愛
ら
し
い
カ
ー

ド
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

☎

を
駆
使
し
、
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
、
ボ
ー
ル
、
リ
ン
グ
、
タ
ワ
ー

等
を
楽
し
ん
で
作
っ
て
い
ま
す
。
保

護
者
の
方
も
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
造
形
遊
び
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

児
童
館
の

「
ワ
ミ
ー
」
で
遊
ぼ
う
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平
成
22
年
度　

志
賀
町
の
教
育
目
標　
《
志
賀
町
教
育
委
員
会
》

　
　
　
　
　

自
主
・
自
立
・
公
徳
心

　

せ
て
推
進
し
ま
す
。

　
　

日
本
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は

　
「
立
派
な
大
人
」
に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
、
こ
の
時
期
に
き
ち

　

ん
と
し
つ
け
、育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　

く
り
か
え
し
繰
り
返
し
、
根
気
づ
よ
く

　

教
え
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
子
ど
も

　

た
ち
に
耐
え
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
私
た
ち
は
次
の
点
に
も
努
力
し

　

ま
す
。

　
　

教
職
員
は
教
育
公
務
員
と
し
て
の
職
責

　

を
自
覚
し
、
使
命
感
に
も
と
づ
き
自
分
自

　

身
の
人
格
識
見
を
高
め
、
志
し
高
く
、
全

　

人
格
を
も
っ
て
児
童
生
徒
の
育
成
に
あ
た

　

り
ま
す
。

　

新
年
度
よ
り
新
た
に
「
教
育
次
長
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

志
賀
町
内
の
学
校
に
お
け
る
教
育
力
の
向

上
を
め
ざ
し
、
設
置
し
た
も
の
で
す
。

〈
教
育
次
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

氏　

名　

福
本　

英
夫（
昭
和
31
年
生
ま
れ
、

３
児
の
父
、
趣
味
は
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
）

前　

職　

志
賀
町
立
富
来
中
学
校
教
頭

目　

標　

学
校
現
場
の
皆
さ
ん
の
思
い
と
社

会
教
育
主
事
の
経
験
を
生
か
し
て
、
志
賀

町
の
教
育
に
新
し
い
風
を
起
こ
し
た
い
。

　

温
か
い
土
壌
作
り

に
努
め
、
目
指
す

は
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
づ
く

り
で
す
。

高
浜
小
学
校

　

今
年
度
は
全
校
児
童
３
０
８
人
、
教
職
員
22

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学
校
目
標
を
「
で

き
た
喜
び
を
確
か
に
す
る
子
の
育
成
」
と
し
ま

し
た
。
一
昨
年
の
目
標
は
「
考
え
、
努
力
す
る

子
の
育
成
」。
昨
年
は
「
で
き
た
喜
び
を
も
つ

子
の
育
成
」
で
し
た
。
年
度
ご
と
の
子
ど
も
た

ち
の
実
態
を
ふ
ま
え
、
一
年
一
年
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。
↘

○
「
言
葉
の
力
」
を
つ
け
る
授
業
づ
く
り
を
し

　

ま
す
。

○
全
教
科
の
中
で
、「
書
く
力
」
を
つ
け
さ
せ

　

ま
す
。

○
「
高
小
学
習
の
き
ま
り
」
を
も
と
に
、
基
本

　

的
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

○
学
習
の
ね
ら
い
、学
ぶ
内
容
を
明
確
に
し
て
、

　

分
か
る
授
業
を
進
め
ま
す
。

○
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す
」「
さ
よ
う
な
ら
」
が
言
え
る

　

子
を
育
て
ま
す
。

○
他
の
児
童
を
や
さ
し
く
温
か
く
支
え
、
励
ま

　

す
こ
と
が
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
し
ま
す
。

○
朝
読
書
、
読
み
聞
か
せ
、
図
書
館
活
動
を
通

　

し
て
読
む
力
や
集
中
力
を
つ
け
、
豊
か
な
心

　

を
育
て
ま
す
。

○
体
力
ア
ッ
プ
運
動
や
各
種
大
会
を
通
し
て
、

　

健
康
的
で
し
っ
か
り
と
し
た
体
力
保
持
に
努

　

め
、
自
分
の
よ
さ
が
出
せ
る
体
力
づ
く
り
に

　

励
む
子
を
育
て
ま
す
。

○
学
校
行
事
や
子
供
会
行
事
、
地
域
行
事
な
ど

　

の
体
験
を
通
し
て
、感
性
を
磨
く
と
と
も
に
、

　

地
域
の
人
々
、
自
然
、
文
化
を
大
切
に
す
る

　

心
を
育
て
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
明
る
く
純
朴
で
素
直
で
す
。

し
か
し
、
今
一
歩
、
自
分
に
自
信
が
持
て
ず
、

な
か
な
か
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
難
し
い
子
も
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
、

さ
ら
に
そ
れ
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
そ
の
た

め
の
い
ろ
い
ろ
な
支
援
を
考
え
実
行
し
て
い
ま

す
。

○
「
自
分
の
学
校
は
自
分
の
手
で
き
れ
い
に
」

　

を
合
言
葉
に
、
し
っ
か
り
と
清
掃
活
動
が
で

　

き
る
子
を
育
て
ま
す
。

 
教
育
目
標

　

志
賀
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、
一
人
の
人
間

と
し
て
自
ら
の
生
き
方
を
、
自
ら
が
考
え
、

判
断
・
決
定
し
、
行
動
し
て
い
け
る
よ
う
に

成
長
発
達
を
援
助
し
ま
す
。

　

心
豊
か
で
個
性
・
創
造
性
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
共
存
の
精
神
を
培
い
、
自
立
心
に

富
ん
だ
人
間
を
育
成
し
ま
す
。

■
学
校
教
育

　

元
気
な
身
体
と
感
性
豊
か
な
心
を
持
ち
、

全
員
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
基
礎
的
な
力
（
読
む
、
書
く
、
計
算
す

る
、
表
現
す
る
、
交
わ
る
な
ど
）
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

《
学
校
教
育
重
点
目
標
》

１
．
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着 

　
　

集
団
生
活
の
中
で
社
会
生
活
の
ル
ー
ル

　

や
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る

２
．
基
礎
学
力
の
定
着
と
向
上

　
　

読
み
、
書
き
、
計
算
の
基
本
と
展
開
・
発
展

３
．
特
別
支
援
教
育
の
推
進
と
充
実

　
　

支
援
を
要
す
る
子
ど
も
が
自
立
に
向
か

　

え
る
よ
う
に
援
助
す
る

４
．
道
徳
教
育
の
推
進

　
　

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が
連
携
し

　

規
範
意
識
向
上
の
推
進
に
努
め
、
ふ
る
さ

　

と
を
愛
す
る
心
を
育
む

　
　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
保
護
者
・
ご
家
庭

　

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で

　

す
。

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
に
よ
り
家
庭
の
教
育

　

力
向
上
へ
の
取
り
組
み
、
基
本
的
生
活
習

　

慣
の
確
立
、
手
伝
い
の
奨
励
な
ど
も
あ
わ

教 育
志 学こ

ん
な
学
校
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

　

学
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
！

　

当
た
り
前
の
こ
と
が
普
通
に
で
き

　

る
子
を
育
て
ま
す
！

　

体
力
づ
く
り
と
感
性
磨
き
で
、
た
く

　

ま
し
く
心
豊
か
な
子
を
育
て
ま
す
！

教育長ホットニュース

で
き
た
喜
び
を
確
か
に

す
る
子
を
め
ざ
し
て
！

校
長　

谷
内　

義
和
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氏　

名

本　

籍

新
本
籍

松
山　

和
人

小　

窪

小　

窪

城
本　

亜
衣

小
松
市

勝
田　

勇
人

中
能
登
町

七
尾
市

甲
野　

育
恵

末　

吉

白
井　

和
裕

鹿　

頭

鹿　

頭

北
出　

智
美

羽
咋
市

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

６日
(日)

池野整形外科耳鼻咽喉科医院 志賀町高浜町 32-0040
富来あおぞら薬局 志賀町富来地頭町

平場内科クリニック 羽咋市中央町 22-0238

13日
(日)

河崎医院（外・胃腸・内） 志賀町高浜町 32-0019 笠 原 健 招 堂 薬 局
Ａ コ ー プ

志賀町里本江
とどろき医院（小児） 羽咋市鶴多町 22-7855

20日
(日)

疋島クリニック（外・胃腸・内） 羽咋市旭町 22-1205
笠原健招堂薬局 志賀町富来領家町

岩脇医院(耳鼻咽喉科） 羽咋市的場町 22-0131

27日
(日)

福田整形外科医院 羽咋市釜屋町 22-6311 さ く ら 薬 局
羽 咋 的 場 店

羽咋市的場町
いがわ内科クリニック 羽咋市鶴多町 22-7800

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

６

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

４

総人口 23,596人

男 11,188人

女 12,408人

世帯数 8,086世帯

( ４月末現在)

氏　

名

保
護
者
名

本
籍
ま
た
は
住
所

今
井　

悠ゆ
う
と斗

松
村　

葉は
づ
き月

田
畑　

颯そ
う
す
け介

畑
中　

美み
れ
い玲

川
村　

美み
づ
き月

宮
本　

大だ
い
き希

信　

悟

奈　

々

博　

行

美　

香

知　

史

綾　

香

竜　

哉

美　

保

成　

外

弘　

子

豊　

和

恵
里
香

高
浜
町

五
里
峠

岩　

田

鹿　

頭

高
浜
町

安
津
見

６７

本
多　

秀
樹

赤　

崎

赤　

崎

坂
口　

飛
鳥

七
尾
市

南　

龍
太
郎

北
吉
田

北
吉
田

水
谷　

茉
弓

富
山
県

藤
田　

祐
介

西
海
千
ノ
浦

西
海
千
ノ
浦

関
口　

奈
那

里
本
江

墨
崎　
　

寛

加
賀
市

加
賀
市

中
野　

美
恵

中　

畠

氏　

名

年
齢

本
籍
ま
た
は
住
所

細
川　

千
代

95
歳

火
打
谷

坂
下　

信
子

89
歳

福
浦
港

川
岸
り
き
よ

91
歳

富
来
地
頭
町

岡
田　

善
衛

86
歳

福
浦
港

仲
谷　

義
広

61
歳

安
津
見

谷
内　

シ
ケ

102
歳

町

蟹
屋
敷　

正

81
歳

小　

窪

堂
口
き
よ
い

94
歳

町　

居

深
谷
喜
久
市

83
歳

直　

海

諏
訪　

千
代

98
歳

福
浦
港

中
谷
千
代
惠

96
歳

大　

笹

金
丸　

信
子

90
歳

高
浜
町

西
村
千
鶴
子

75
歳

赤　

崎

上
田　

藤
一

70
歳

仏　

木

山
下　

松
雄

78
歳

直　

海

平
野　

ツ
マ

88
歳

仏　

木

小
瀧　

定
夫

83
歳

草　

木

岡
田　

信
吉

80
歳

福　

井

田
畑　

勝
弘

66
歳

笹　

波

星
野
外
志
男

54
歳

高
浜
町

向
田　

花
子

82
歳

入　

釜

嘉
治　

政
一

88
歳

米　

町

冨
地　

智
江

33
歳

富
来
地
頭
町

田
邊　

一
郎

95
歳

相　

神

淺
井　

春
野

86
歳

富
来
領
家
町

増
田　

君
江

68
歳

給　

分

谷
釜
冨
美
子

96
歳

里
本
江

宮
本　

乙
松

89
歳

安
部
屋

28

平成 22年度西能登やっちゃ祭り開催日決定！平成 22年度西能登やっちゃ祭り開催日決定！
　今年も志賀町祭「西能登やっちゃ祭り」が開催され
ます。
　今年度から開催場所が変更となりましたので、お間
違えのないようお越しください。

　開　催　日　平成 22年 8月 1日（日）

　開催場所　志賀町役場および道の駅ころ柿の里しか

　同日開催　いかだレース



このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課広報放送係まで送ってください。

６
58

(

徳
田)(

父:

隆　

母: 

理
恵)

５
月
で
１
歳
‼
の
奏
汰
。

い
つ
も
笑
顔
と
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
奏
汰
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す
♥

こ
れ
か
ら
も
家
族
み
ん
な
で
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
楽
し
も
う
ね
！

(

二
所
宮)(

父:

悟
史　

母: 
敦
子)

大
安
の
日
、気
多
大
社
へ
お
宮
参
り
し
た
よ
。

小
松
と
二
所
宮
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
一
緒
で
喜
ん
で
い
た
よ
。

萩沢　奏
かなた

汰ちゃん 寺口　悠
ゆうせい

晴ちゃん

平成 22年度　町臨時職員を募集します

職　種 区分 人員 職務内容 応募資格 勤務時間 賃金

保育所看護師
（とぎ保育園）

嘱託員 １人 乳幼児保育
看護師免許を
有する人

8：30 ～ 17：15
 ※変則勤務時間
 　など：有り

月額　180,500 円

要介護認定な
ど訪問調査員

嘱託員 １人
介護認定に係
る訪問調査

保健師、看護師また
は介護支援専門員の
いずれかの資格およ
び普通自動車免許を
有する人

8：30 ～ 17：15

看護師等資格を有する人
月額　180,500 円～
介護支援専門員資格のみ
有する人　　　　　　　
月額　153,300 円

◆勤務条件
　・保育所看護師（とぎ保育園）
　　　(1) 雇用期間　　　平成２２年７月１日から平成２３年３月３１日まで
　　　(2) 勤務時間　　　８時３０分～１７時１５分　　※シフト制により、変則勤務時間になる場合があります。
　　　(3) 各種手当　　　通勤手当、夏期・冬期手当があります。
　　　(4) そ　の　他　　　雇用期間により有給休暇、社会保険制度があります。
　・要介護認定など訪問調査員
　　　(1) 雇用期間　　　平成２２年７月１日から平成２３年３月３１日まで
　　　(2) 勤務時間　　　８時３０分～１７時１５分
　　　(3) 各種手当　　　通勤手当、夏期・冬期手当があります。
　　　(4) そ　の　他　　　雇用期間により有給休暇、社会保険制度があります。
◆申込期間　　平成２２年５月２８日（金）から平成２２年６月１０日（木）
◆申込方法　　
　・申込期間内に所定の申込用紙（総務課、富来支所で交付およびホームページでダウンロード）に必要事項を
　　記入し、必要書類を添付の上、志賀町役場総務課へ提出してください。
　・郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員申込書」と朱書きし、郵送してください。（当日消印有効）
◆選考方法　　面接試験により選考します。
◆選考試験　　期日：平成２２年６月２０日（日）〔予定〕　　会場：志賀町役場
◆お問い合わせ先　志賀町総務課　人事秘書担当　☎３２－９３１１　IP ８- ３２- ９３１１




